万世一系の皇室を仰ぐ
　　　　　　　　　　　　国士舘大学特任教授　　百 地　章
　１、万世一系の「皇室の伝統」と「憲法」
➀皇室の伝統　→１２６代の天皇はすべて「男系」（父系）…「皇統譜」
②憲法２条の「世襲」→「男系」（政府見解、憲法学者の通説）…「正論」（拙稿）
２、「女性宮家」への疑問
（１）「宮家」の歴史からみた疑問
　　①「宮家」（世襲親王家）は、「皇統の危機」に備え、男系男子の皇位継承権者を確保するために存在　→歴史上、「女性宮家」など存在せず
②室町時代以降「４世襲親王家」（宮家）が成立　→３人の天皇を輩出
・「伏見宮家」…第１０２代後花園天皇。旧１１宮家の男系男子孫
・「桂宮家」
・「有栖川宮家」…第１１１代後西天皇
・「閑院宮家」…第１１９代光格天皇
（２）「女性宮家」など、果たして「家族」といえるか？
　　①「一代宮家」創設　→「親子別籍」「親子別姓」「親子別家計」
　　➁「子」も「皇族」に　→「子」は「女系」（母系）、「女系皇族」に
（３）「女系天皇」への道を開く危険　…「皇統の断絶」をもたらし、憲法違反
　①もし「女系皇族」にも皇位継承権を付与すれば「女系天皇」が誕生
　 ②女系天皇は「万世一系の皇統」を否定するもの（井上毅『謹具意見』）
　　　・イギリス…「ヨーク」朝から「チューダー」朝、「スチュアート」朝へ（「女系」による王位継承によって王朝の名前が変更）
➂もし「女系天皇」を容認　→「万世一系の男系の皇統」は断絶
（４）「女性宮家」の最大の問題点　…「皇室」の中に、皇室と無縁な「民間人成年男子」が突然、「皇族」となって続々と入ってくること
　　　
（５）「歴史の教訓」を踏まえて
・歴史上、蘇我氏、藤原氏、徳川氏などの例あり→息子を皇室に？
　
３、「愛子天皇」（？）について　
➀歴史上８方１０代の女性天皇（男系の女子）
　　・条件…「未婚または未亡人」「相応しい男子が存在せず→一時的」
➁「愛子天皇」の可能性は？
　　・「未婚のまま？」「秋篠宮殿下と悠仁親王がいらっしゃる」
　　・もしご結婚？→「女系天皇」の容認につながる可能性あり
 ➂政府は「女性天皇、女系天皇を議論せず」…「読売、令和２年２月１６日」
４、マスメディアの動向　…週刊誌等の論調に少し変化が？
　➀「急浮上する『旧皇族』！」…『週刊新潮』（令和元年１０月３日号）
 ➁「愛子天皇実現への高いハードル！」…『週刊女性』（令和元年１２月１７日号）
 ➂「なぜ私は女系天皇に反対なのか」（寛仁親王）他
…『月刊文藝春秋』（特別編集）（令和元年１２月２５日発売
 ➃「ちょっと待ってもらえませんか」…『選択』（２０１９年８月）
５、「男系」による「皇位の安定的継承」実現のために
（１）「皇位継承」の在り方について
①皇位の継承は、「氏の論理」に基づいて行われてきた。
　 ⅰ）「氏」…祖先を同じくする一族の集団　→「氏の上」が族長
　　　ⅱ）皇位は「氏の論理」により神武天皇の血を引く男系の子孫（皇族）によって継承（直系の男子の不在時は、傍系の男子に）
　　　ⅲ）徳川家は「氏」の論理により、一族によって将軍職を継承　→１４代家茂と１５代慶喜とは１８親等の開き
➁武家や商家の「家督」、家族の財産　→「父から子」へと継承（相続）
③「皇位の継承」を、現代的な「家族」の感覚で考えてはいけない　
（２）元皇族の男系男子孫による「皇族」の身分取得と「宮家」の創設
　①旧１１宮家の臣籍降下は、ＧＨＱによる圧力によるもの
 ②旧宮家（伏見宮家の家系）
ⅰ）旧宮家は、約６００年の歴史を誇る伏見宮家の家系。当主は天皇の猶子（養子）として親王に（皇位継承権）。後花園天皇は伏見宮家の出
　  　ⅱ）新憲法下でも、一時期、皇族であり、皇位継承権を有した
ⅲ）現在の皇室と旧宮家の方々　…近い親戚関係　
ⅳ）皇室と旧宮家の方々とは密接な交流も　→菊栄親睦会（写真）
③４宮家には２０代以下の未婚男系男子が８～１０名（賀陽家２名、久　
邇家１、東久邇家４～６名、竹田家１名）…旧宮家系図
④「元皇族の男系男子孫による皇族の身分取得特例法」（仮称）を制定
・男系男子孫の中から、将来の皇族に相応しい若い方々に、現皇族の「養子」
となって戴き、将来「宮家」の当主に→悠仁天皇を支えて戴く
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